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はじめに

1 趣 旨

県では、２００７年7月に、「神奈川力を高め、新たな時代を創造する」という基本理念の下、
生き生きと心豊かにくらす地域社会をめざして、「神奈川力構想・基本構想」と「神奈川力構
想・実施計画」を策定しました。これらは、県の総合計画として、県政運営の総合的・基本的
指針となるものです。
計画を推進するに当たっては、県民の皆さんや市町村などとの協働・連携による計画の着実

な推進を図るためにも、適切な進行管理を行い、その内容を県民の皆さんに明らかにしていく
ことが求められています。
このため、戦略プロジェクト（＊）に掲げた各年度の目標の達成状況をはじめ、「神奈川力構

想・実施計画」で示した取組みの内容について、毎年度、県民の皆さんに報告する白書を作成
いたしました。

2  神奈川力構想・白書２００７の特徴

「神奈川力構想・実施計画」では、２００７年度から２０１０年度までの4年間に、重点的・優先
的に取り組む施策・事業を３８の戦略プロジェクトとして構成し、戦略プロジェクトでは、分か
りやすさと実行性を重視して、数値目標や具体的な工程を明らかにしました。
白書２００７では、こうした数値目標の２００７年度の達成状況を客観的な数値によりランク分け

をして評価するとともに、各種調査や統計などを活用して多角的に分析し、総合的な一次評価
を行いました。県が行った一次評価に対し、総合計画審議会が第三者の立場から二次評価を行
い、その主な内容も掲載しました。
また、主要施策について、２００７年度の取組み状況や２００８年度の取組みの方向をまとめまし

た。
さらに、基本構想で示した基本目標「実現をめざす3つの神奈川」に沿って、社会指標を設定

し、県がめざす将来像がどの程度実現されつつあるのかなどについて、整理しました。

＊ 戦略プロジェクト
限られた県の人員や財源を重点的・効果的に投入するという意味で､企業経営の場でも一般的に使われている「戦略」
という言葉を使用して､「戦略プロジェクト」と名づけています。


